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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、2つのロイシンジッパードメイン、リボソームタンパク質S14シグネチャードメイン、およびSec39類似ドメインを持つタンパク質をコードしています。このタンパク質はゴルジ体から小胞体への輸送に関与していると考えられています。この遺伝子の変異は、低身長、視神経萎縮、およびペルガー・ヒュート異常と関連しています。[RefSeq提供、2012年10月],配列注意：stopと翻訳されています。,配列注意：N末端側が延長された翻訳です。,類似性：2つのWDリピートを含みます。,組織特異性：広く発現しており、心臓と骨格筋で最も高く、肝臓、小腸、胸腺で最も低い発現を示します。一部の神経芽腫細胞株では、N-mycと共にアップレギュレーションが認められます。,
	研究分野
	細胞生物学; その他の抗体
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト小腸癌組織の免疫組織化学分析。1、NBASウサギポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃で一晩）。2、クエン酸ナトリウムpH 6.0を用いて抗原賦活化（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温）

